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＜連絡事項＞
・特記事項なし
　
＜入室状況＞
【入院】
・田端　香織様～東A10号室
【退院】
・須藤　美智子様～自宅退院
【転出】
・大矢　康彰様～東B3号室➝西B29号室
【ユニット移動】
・伊藤　孝子様～東A10号室➝東B2号室
・下村　洋子様～東C5号室➝東B2号室
・寺井　恵理子様～東B2号室➝東D20号室
・松井　美穂子様～東B2号室➝東C5号室
・阿部　聖子様～東合併症室➝東B1号室
・豊川　とき様～東C6号室➝東合併症室

＜患者様連絡事項＞
・森山　シゲ様～12時間以上排尿ない時、導尿の文字オーダーあり。

・澤口　利香様～臨時薬ロラタジンフィルム、葛根湯同内容で7日分処方。不安時レキソタン（5）1T　30回分処方。

・松谷　さと子様～臨時薬PL　5日分処方。

・泉　沙耶様～初外来3/15　11：30にて予約。

・白幡　一真様～2/29より午前午後2時間ずつの開放観察へ拡大指示あり。

・滝田　英人様～2/29より点滴中止。食事摂取量少ない時は都度補液指示受けを。

・下村　洋子様～心理検査終了後、南病棟への転出許可あり。

・風張　久美子様～心理検査早めに施行するよう調整指示あり。

・越後　久次郎様～家族より、主治医面談の希望あり。2/29主治医へ確認後、連絡する事としている。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間ずつの開放観察実施。下半身露出等の脱衣行為、他室侵入あり自制できない為、早めに開放観察終了としている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。各食2/3摂取。苛々感なく対応穏やか。8：30、16：05ロキソプロフェンNa(60)1T、15:20レキソタン(5)1T 内服。余暇時は臥床して過ごしている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・白幡　一真様～午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放中は依然として落ち着きの無さあり。声掛けで入室出来ているが、行動に移るまでに時間要している。不穏さ無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。
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＜要注目患者様＞
・西澤　由美様～身体管理目的にて、モニター装着中。午後より酸素飽和度70台まで低下あり、13：30酸素3Ｌにて開始。主治医指示にて14：00Ba留置している。また主治医より家族へ病状説明実施。全身の浮腫著明。

＜小栁Dr.診察情報＞
・袴田　裕國様～幻聴の訴えはあるが、他に不調の訴え無し。他院でMRIを行うように指示あり。主治医から診療情報提供書作成後にワーカーに調整を依頼していく事としている。

・今田　克博様～退院後の服薬に関しては同意されず。自然治癒力に頼るのが良いと訴え続けている。体調に変化はないと話されている。

・松井　美穂子様～病識なく「私は面会に来ただけだ。助けて下さい。」と繰り返し話している。

・橋本　キヨエ様～食事形態をあげるように指示あり。栄養と相談し、各食七分粥、MA-R1本に変更している。

・越後　久次郎様～指示・処方内容に変更無し。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和6年2月28日　13：50
氏　　名：田端　香織（たばた　かおり）様
生年月日：昭和56年2月14日(43歳)
病　　名：統合失調症
性　　別：女性
主 治 医：田名部Dr.
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Aユニット
＜経過＞
　当院2回の入院歴あり(最終R5.5.11～R5.11.20)。クロザリルでの治療希望あり、岩手医科大学付属病院精神神経科へ転院となっていた。同院入院中にクロザリル開始となり、身体的な副作用等はみられず経過。入院当初より精神症状が落ち着いたことから、今後は当院に転入院し治療継続の希望あり。R6.2.29継続治療・環境調整目的で、東病棟へ医療保護入院となる。

